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論 文 調 査 委員 教 授 村 上 仁 教 授 岡 本 道 雄 教 授 岡 本 耕 造
論 文 内 容 の 要 旨
電気およびインシュリン衝撃時の生体のカテコールアミンの変動はホメオスターゼの変動の一環と考え
られるが, 本研究は阪本 (1959) および由良 (1960) が血液および尿で生化学的に研究 したカテコールア
ミンの動態を動物実験的に副腎髄質で研究 したものであるO 実験にはすべて純系ウイスターラッテを用い,
副腎髄質を沃素酸カリ酸化法 (H illarp, 1955) およびクロム親和反応により染色 し, 検索 した｡
衝撃療法に伴なう副腎髄質の組織化学的研究を行なう前に, 次の二つの予備実験を行なった｡
(1) 動物に比較的大量のレセルピンを投与 し, 沃素酸カリ酸化法により証明されるノルア ドレナリン細
胞の分泌活動を検索した｡
Carlson & H illarp (1956) 以来多 くの報告により知られているレセルピンが比較的選択的に副腎髄質ノ
ルアドレナリン細胞の分泌活動をひきおこすという事実を確かめた｡ さらにノルア ドレナリン細胞はレセ
ルピン投与の最初の時期にはさかんな空胞形成像を示 し, 分泌活動の持続とともに細胞体は萎縮し, 沃素
酸カリにより染色性を漸次失ない, 遂には全 く染まらなくなるという結果を得た｡
(2) 副腎髄質のカテコールアミンのうち, アドレナリンとノルアドレナリンとを同時に証明するクロム
親和反応で染色 した副腎髄質切片の濃度を高感度照度計を使って測定 し, その測定値を吟味した｡ 装置は
田宮ら (1956) の装置を利用 した0 5FL から 25FL まで種々な厚さに切った切片の吸光度を求め, 厚さと
吸光度と比例することを確かめた｡ Er去nko (1961) は類同の装置で測定したクロム親和反応の濃度と化学





(3) 電気衝撃によるカテコールアミンの体液的な変動についてはW eiトM alherbe(1955),Sourkes(195′8),
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G risw old (1958), 坂本 (1959) らの研究があり, これ等の研究は一致 してア ドレナリンの血中および尿中
濃度が比較的短時間で終る激 しい上昇とノルアドレナリン濃度の上昇傾向とを報告 している｡ 本研究はこ
れらの実験と関連して,両耳問に70ボル ト, 5 秒間の通電を行なったウイスター系ラッテの副腎を組織化学
的に検索 した｡ 沃素酸カリ酸化法で染色 した副腎で通電後 4 分から10分にかけての激しい空胞形成を認め
た｡ クロム親和反応を施した副腎髄質では通電直後から10分後にかけての激しい空胞形成を, さらに 1時
間後まで空胞形成像を認めたO 組織化学的にクロム親和反応の濃度を測定したが, 2分後に最低値 (正常
値の15% ) を示した｡ 10分後には正常濃度に復 した｡
以上要するに電気衝撃により副腎髄質のアドレナリン, ノルア ドレナリンは比較的短時間続く激 しい解
離を示すことを観察した｡
(4) インシュリン投与による副髄質アドレナリン分泌に関して古くから, 生化学的, 組織学的報告があ




ないと H i11arp (1954), E ranko (1955) は報告 しているが, 本研究ではインシュリン投与後 6 時間から8
時間目にかけて空胞形成像の増加を認めた｡
以上要するに, インシュリン投与により, 副腎髄質のカテコールアミン解離に関し, 長時間続く激 しい
ア ドレナリン分泌克進のみならず, ア ドレナリン分泌の鼓も疲悠した時期に一致して, 軽度のノルアドレ
ナリン分泌が克進することを観察した｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は毒気ならびにインシュリン衝撃における副腎髄質内カテコールアミンの変動を, 沃素酸カリ酸
化法およびクロム親和反応による測定法を用い, 副腎髄質の組織化学的検索によって研究したものである｡
その結果 1) 両耳間に70ボル ト, 5 秒間の通電を行なったウイスター系ラッテの副腎を観察し, 沃素
酸カリ酸化法では通電後 4 分から10分にかけて激しい空胞形成を, クロム親和反応でも通電直後から10分
後まで激 しい空胞形成を認め, 組織化学的には 2 分後に最低濃度となり, 10分後には正常濃度に復したの
を認めた｡ 2) 体重 100gr 当り 10Ⅰ.U . のインシュリンを投与 し, 沃素酸カリ酸化法では従来の報告と
異なり, 投与後 6 時間目から8 時間目に空胞形成の増加を認め, またクロム親和反応像が正常に復するま
でには96時間を, また組織化学的に定量された濃度が正常に復するまでには48時間を要 したのを認めた｡
以上本論文は電気およびインシュリン衝撃時の副腎髄質内のカテコールアミンの変動の経過を従来より
詳細に検索 し, 新知見を得たものであって学術上有益であり, 医学博士の学位論文として価値あるものと
認めるO
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